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た
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外
国
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移
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労
働
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衆
議
院
議
員
松
原
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君
提
出
社
会
的
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や
分
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を
抑
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る
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め
の
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民
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会
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質
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に
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一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
こ
う
し
た
社
会
の
大
き
な
摩
擦
と
分
断
を
引
き
起
こ
す
分
岐
点
、
臨
界
点
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か

で
は
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
「
外
国
人
の
受
入
れ
環
境
の

整
備
に
関
す
る
業
務
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
」
（
平
成
三
十
年
七
月
二
十
四
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
今
後
も
我
が
国

に
在
留
す
る
外
国
人
が
増
加
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
中
で
、
日
本
で
働
き
、
学
び
、
生
活
す
る
外
国
人
の
受
入
れ
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
国
人
の
人
権
が
護
ら
れ
、
外
国
人
が
日
本
社
会
の
一
員
と
し
て
円
滑
に
生
活
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
」
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
現
在
、
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応

策
」
に
つ
い
て
、
本
年
内
の
取
り
ま
と
め
を
目
指
し
て
、
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
移
民
政
策
、
特
に
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
数
の
調
整
と
そ
の
管
理
」
に
つ
い
て
は
、

政
府
と
し
て
他
国
の
政
策
に
つ
い
て
評
価
す
る
立
場
に
は
な
い
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。


